
うち交付金充当額

（単位：円）

1
子育て世帯臨時特別
給付金

児童手当支給世帯に対して支給する国の
「子育て世帯への臨時特別給付金」に対
象児童1人当たり5千円を上乗せして給付
する。

3,450,000 3,450,000 R2.5 R2.9 給付金受給者：690名

2
ひとり親世帯給付事
業

児童扶養手当の受給要件を満たすひとり
親家庭等に対して対象児童1人当たり1万
円を給付する。

1,810,000 1,810,000 R2.6 R2.10 給付金受給者：181名

3
こども園給食費の免
除事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、こども園の休園に伴う家庭内の食費
の負担増を軽減するため、こども園にお
いて6月の給食費を免除する。

279,500 279,500 R2.6 R2.6
・1号認定:3,200円×10人
・2号認定:4,500円×35人
・3号認定:4,500円×20人

4
広域入所児童給食費
相当助成事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、保育所の休園に伴う家庭内の食費の
負担増を軽減するため、町外の認可保育
所に入所する児童の給食費相当分に係る
費用6月～10月分を支給する。

248,854 248,854 R2.6 R2.12 助成金受給者：74名

5
学校の臨時休校に伴
う学童支援員への支
援事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、
小学校の休校に伴う学童保育の運営時間
の延長により負担の増加した学童支援員
に対して特別手当を支給する。

465,000 465,000 R2.8 R2.8
・支援員:10千円×13人×3月
・見守り員:5千円×5人×3月

6 健康応援事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、外出自粛による健康不安を自宅でで
きる体操により免疫力を高め、健康維持
できるよう、町内全世帯に対して体操を
紹介するチラシを配布する。

88,000 88,000 R2.6 R2.6
チラシ配布世帯数：3,830世帯
公共施設配架数：170枚

事業
完了

主な実績・効果等

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業の主な実績・効果等について（小竹町）

総事業費
（単位：円）

事業の概要事業名№
事業
開始



7 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

248,050 248,050 R2.5 R2.6
・備蓄用マスク：2,000枚
・高濃度アルコール：5缶

8 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

4,532,975 4,532,975 R2.4 R3.3
・簡易布マスク：12,500枚
・不織布マスク：35,000枚
・消毒液：94本など

9
町指定ごみ袋配布事
業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
る休業や失業等で家庭ごみが増加するこ
とによる負担を軽減するため、1世帯当た
り固形燃料用ごみ袋30枚（3月分）を無償
配布する。

2,204,629 2,204,629 R2.5 R2.7 ごみ袋配布世帯数：3,900世帯

10 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

288,167 288,167 R2.5 R2.11
・除菌道具（ﾋﾞﾆｰﾙ手袋など）
・ｱﾙｺｰﾙ除菌（ﾊｲﾀｰなど）
・学校用ディスポ

11 就学援助拡大事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受
け、収入の減少により学校での学習に必
要な費用の支払いに困っている世帯に対
する支援事業を実施する。

0 0 R2.5 R3.3 援助費支給申請者：0名

12 学校給食費無償事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、小・中学校の休校に伴う家庭内の食
費の負担増を軽減するため、小・中学校
において5月・6月の給食費を免除する。

2,532,000 2,532,000 R2.5 R2.6
給食費免除
・小学校：4,000円×204人×2月
・中学校：4,500円×100人×2月

13
小竹町水道事業会計
補助事業

水道契約者に対して水道料金に係る基本
料金及びメーター使用料の6月検針分（6
月・7月請求分）を減免する。

9,416,580 9,416,580 R2.6 R2.7

水道料金に係る基本料金及びメーター
使用料減免
・減免対象契約件数6月：3,567件
・減免対象契約件数7月：3,564件

14 多文化共生支援事業
在留外国人又は観光客に対する正確な情
報と安全・安心の確保のために、町ホー
ムページを多言語表示へ改修する。

198,000 198,000 R2.7 R3.3
小竹町ホームページ改修
標準言語設定：英語、中国語、韓国語



15
アクセシビリティ対
応サービス事業

非常事態時に高齢者や障がい者なども含
めたあらゆる人がどのような環境におい
ても柔軟に町ホームページを利用できる
よう、アクセシビリティ対応チェックを
実施し、改修する。

1,320,000 1,320,000 R2.7 R2.12
ホームページ閲覧数が令和元年
7,950,438件に対し、令和２年度は
17,315,219件に増加しました。

16 常時ＳＳＬ化事業

町ホームページを安心して閲覧できるよ
う、町ホームページにＳＳＬを導入する
ことで、データ通信が暗号化され、セキ
リュリティ効果を高めることができまし
た。

440,000 440,000 R2.7 R2.11
町ホームページにＳＳＬを導入したこ
とにより、インシデントの発生もなく
セキュリティ効果が高まりました。

17
小規模事業者応援給
付金事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受
ける町内事業者を支援するため、前年比
15％以上減少した小規模事業者及び個人
事業者に対し一律20万円を給付する。

36,638,340 36,638,340 R2.5 R3.2 給付事業者：183件

18
地域経済活性化支援
事業

商工会が実施する「プレミアム付商品
券」に、プレミアム率をさらに10％上乗
せすることで、生活支援及び消費の喚
起・下支えする。

3,995,625 3,995,625 R2.7 R3.3
プレミアム率20％（県10％、町10％）
（実施主体である小竹町商工会へ補助
金を交付）

19 防災活動支援事業
避難所の衛生環境を保つため、間仕切り
壁を購入し、公共空間での感染機会の削
減を図る。

3,135,000 3,135,000 R2.8 R2.8 間仕切り壁：100個

20
ＧＩＧＡスクール構
想への支援事業

ＧＩＧＡスクール構想の推進のために、
町内小・中学校の児童生徒のタブレット
端末の購入や通信ネットワークの整備、
設備を導入する。

5,086,660 5,086,660 R2.9 R3.3
・タブレット購入台数：95台
・通信設定台数：284台

21
議会運営環境整備事
業

議会議場等における飛沫感染防止のため
各議員間、各職員間の仕切り設置及び傍
聴人を分散させるため、町内公共施設で
議会中継を配信できるよう環境整備を行
う。

3,600,497 3,600,497 R2.7 R3.3

・仕切り(議場、委員会室):32台
・机購入：14台
　　役場庁舎、福祉センター、
　　中央公民館、町立病院

22 雇用創出事業

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、働く場を失った方、就業機会が減少
した方に対して雇用を創出し生活を支援
する。

1,567,440 1,333,440 R2.7 R3.3 役場臨時職員雇用：1名



23 避難所安全対策事業

災害時における避難所において新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大を防止する
ため、避難所運営に必要な衛生資材を整
備する。

6,742,993 6,740,857 R2.7 R3.3

・防災倉庫：3棟
・組立式ﾄｲﾚ・簡易ﾄｲﾚ：12個
・投光器：6台・ﾄﾞﾗﾑ：6台
・担架：2台・車いす：2台
・ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、簡易ﾍﾞｯﾄﾞなど

24
ＧＩＳ（地理情報シ
ステム）整備事業

新型コロナウイルス感染拡大の中、3密回
避のため役場に行くことなくインター
ネットで都市計画図が閲覧できるよう、
また、要援護者の見守り等で活用できる
ようＧＩＳを整備する。

23,826,000 23,826,000 R3.3 R4.3
庁内におけるＧＩＳ（地理情報システ
ム）の構築

25
Ｗｅｂ会議システム
整備事業

職員が新型コロナウイルス感染リスクを
回避し、安全を確保しながら会議等を実
施できる環境を整備する。

1,095,050 1,095,050 R2.11 R3.3

Ｗｅｂ会議専用の会議室を設け、庁内
ネットワークとは完全分離したイン
ターネット環境に接続するためのシス
テムを構築

26
電子入札システム整
備事業

入札参加者の移動に伴う感染防止や職員
の感染リスクを回避し、安全を確保しな
がら業務を遂行できる環境を整備する。

3,096,690 3,096,690 R3.3 R4.3

電子入札システムを導入
まずは、町外業者を対象に電子入札を
実施し、外部からの感染リスクを軽減
しました。

27
新しい生活様式導入
応援給付金事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受け
る町内の来客型店舗を支援するため、感
染防止対策のため環境改善に要する費用
として支援金20万円の一律給付を実施す
る。

8,803,696 8,803,696 R2.7 R3.2

給付店舗数：44件
給付要件として、ｷｬｯｼｭﾚｽ決裁導入、
マスク着用、消毒液設置のすべてに取
り組む必要があることとした。

28 地域応援商品券事業

地元の消費の拡大や地域経済の回復を図
るため、町内商店等において共通して使
用できる商品券を発行し、全町民に1人当
たり1万円の商品券を配布する。

75,296,240 75,296,240 R2.7 R3.3 商品券配布人数：7,412名

29
自治会活動等支援事
業

自治会における公民館や集会所において
消毒液の設置、検温、手洗い等による感
染機会削減に必要な衛生資材を整備する
ための補助金を交付する。

1,968,300 1,968,300 R2.7 R2.9

・補助金交付自治会数：18自治会
・パーテーション購入：30枚
・マスク購入：200枚

30
公共交通の維持・確
保支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受け
る平成筑豊鉄道に対して事業継続のため
の支援金を給付し、地域の公共交通の維
持・確保を図る。

3,000,000 3,000,000 R2.11 R2.11
沿線9市町村で支援
総運行支援負担額133,000千円
うち、小竹町負担額3,000千円



31 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

9,615,340 9,615,340 R2.6 R2.10

・フェイスシールド：170枚
・非接触型体温計：5個
・町民配布用夏マスク：26,000枚
・町民配布用冬マスク：171,000枚

32
新生児特例給付金事
業

国の特別定額給付金の対象とならない4月
28日以降に生まれた新生児のいる世帯の
生活を支援するため、新生児1人当たり11
万円を給付する。

3,300,000 3,300,000 R2.4 R3.4 給付対象新生児：30名

33
移動支援事業（障が
い者）

障がい者の外出時の密接を回避するた
め、外出機会安全確保対策として、タク
シー券を交付する。

366,400 366,400 R2.7 R3.3

タクシー券交付枚数：1,578枚
タクシー券利用枚数：518枚
執行率：32.8％
1人当たり650円×2枚×9月分交付

34
高齢者外出時安全確
保事業

高齢者の外出時の密接を回避するため、
外出機会安全確保対策として、タクシー
券を交付する。

1,589,132 1,589,132 R2.7 R3.3

タクシー券交付枚数：4,105枚
タクシー券利用枚数：2,182枚
執行率：53.8％
1人当たり650円×5枚交付

35
いきいき生活応援事
業

新型コロナウイルス感染症の影響により、受注
が減少したシルバー人材センターの会員の収入
及び雇用の確保を支援するため、障がい者や高
齢者に対してシルバー人材センターで利用でき
るクーポンを発行する。

1,445,100 1,445,100 R2.7 R3.3
クーポン券発行枚数
・75歳以上高齢者：2,319枚
・障がい者：140枚

36
新しい生活様式環境
整備事業

「新しい生活様式」への対応策として、
安全安心空間を確保するための施設整備
を行う障がい及び高齢者福祉サービス事
業所に対して助成金を交付する。

12,453,500 12,453,500 R2.8 R3.3
助成金交付事業所数
・障がい者施設：9事業所
・高齢者福祉施設：16事業所

37
要配慮者のための避
難所安全安心確保事
業

災害時に町内の社会福祉法人や福祉サー
ビス事業所に要配慮者受け入れに関する
協定の締結を前提に、必要物資の購入及
び施設整備費を助成金を交付する。

2,891,660 2,891,660 R2.7 R3.3
助成金交付事業所数：3事業所
1事業所当たり1,000千円を上限として
助成

38 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

81,840 81,840 R2.7 R2.7 高濃度アルコール：3缶



39
児童手当事務支援事
業

新型コロナウイルス感染機会の削減のた
め、児童手当現況届の提出を郵便受付に
する。

24,872 24,872 R2.8 R2.8
郵便受け付けにしたことで、児童手当
現況届受付窓口での感染機会の削減が
図られました。

40
公共的空間安全安心
確保事業

保育・教育現場で安心して給食や制作活
動、遊びができるよう感染機会削減に必
要な衛生資材を整備する。

1,852,800 1,852,800 R2.7 R2.12
・飛沫防止ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ：30個
・空気清浄機：12台

41 連絡体制強化事業
こども園において、緊急時の連絡を保護
者に即時にメール配信するための環境を
整備する。

114,400 114,400 R2.8 R3.3
メール配信サービス「コドモン」の利
用
利用料：月額14,300円

42
水稲苗等購入費補助
事業

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、離農を防ぐため、農家に対して100㎡
当たり1千円を補助金として交付する。

11,761,000 11,761,000 R2.8 R3.1
・要件を満たす農地：1,540,000㎡
・補助金総額：11,761,000円
補助金1当たり100万円を上限

43
無人航空機購入費補
助事業

新技術を活用した農薬・肥料散布などの
農作業の効率化を図るため、町の農業の
将来を担う農業者が導入するドローン購
入費用及び操作講習費を補助する。

1,525,650 1,525,650 R2.4 R3.3
・ドローン購入：1件
・講習参加者数：6名

44 防疫事業
公用・公共施設において消毒液の設置、
検温、手洗い等による公共空間での感染
機会削減に必要な衛生資材を整備する。

409,200 409,200 R2.7 R2.7 高濃度アルコール：15缶

45 防疫事業

感染リスクが高い公共事業を請け負って
いるごみ・し尿・浄化槽汚泥収集業者に
対して感染機会削減のため、マスク等衛
生資材を配布する。

141,796 141,796 R2.7 R3.1
・サージカルマスク：64箱
・消毒液

46 学習環境整備

ＧＩＧＡスクール構想の推進のために、
町内小・中学校の児童生徒のタブレット
端末で使用する学習支援ソフトの購入や
保護フィルム、ペンを購入する。

5,088,600 5,088,600 R2.11 R3.3

・ｿﾌﾄﾗｲｾﾝｽ購入台数：430台
・保護ﾌｨﾙﾑ及びﾍﾟﾝ購入台数
　小学校：299台
　中学校：151台



47 小学生通学支援事業

新型コロナウイルス感染拡大の防止のた
め、小学生全児童に対して登下校時に
ソーシャルディスタンスを保ち、かつ、
熱中症を防止するため晴雨兼用傘を配布
する。

681,280 681,280 R2.7 R2.8 晴雨兼用傘配布数：268本

48 防疫事業
学校施設において消毒液の設置、検温、
手洗い等による公共空間での感染機会削
減に必要な衛生資材を整備する。

218,240 218,240 R2.7 R2.7 高濃度アルコール：8缶

49 学校給食費無償事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、小・中学校の休校に伴う家庭内の食
費の負担増を軽減するため、小・中学校
において7月・8月の給食費を免除する。

2,532,000 2,532,000 R2.7 R2.8
給食費免除
・小学校：4,000円×204人×2月
・中学校：4,500円×100人×2月

50
こども園給食費の免
除事業

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
より、こども園の休園に伴う家庭内の食
費の負担増を軽減するため、こども園に
おいて7月・8月・9月の給食費を免除す
る。

891,900 891,900 R2.7 R2.9

給食費免除
・1号認定:3,200円×27人（延べ）
・2号認定:4,500円×111人（延べ）
・3号認定:4,500円×68人（延べ）

51
学校給食環境安全対
策事業

給食センターでの感染機会削減に必要な
感染対策用備品を整備する。

1,800,480 1,800,480 R2.7 R2.8
・食缶（大）：12個
・食缶（中）：23個
・エアコン

52
小竹町水道事業会計
繰出・補助

災害時に車中泊を選択する避難者が増加
するため、町指定の車中泊避難所で避難
する避難者に対して給水支援を行えるよ
う資材を整備する。

1,265,000 1,265,000 R2.8 R2.11
・移動式給水タンク：1台
・飲料水袋：900袋

53
現地確認用無人航空
機導入事業

農地パトロール時の町職員、ＪＡ職員、
農業者、地権者等の3密回避のため、ド
ローンを購入し空撮画像をもとに現地確
認が行えるよう体制を構築する。

1,102,200 1,102,200 R4.1 R4.3
・ドローン購入台数：3台
・操作講習参加者数：4名

54
直方・鞍手広域事務
組合消防本部事務負
担金

直方・鞍手広域事務組合消防本部おける
新型コロナウイルス感染対策として、備
品等の購入に係る経費に対して負担金を
臨時的に支出する。

421,000 421,000 R3.3 R3.3

構成1市2町で支援
小竹町負担額421千円
救急資器材などを購入し、感染症対策
に努めました。



55
投票所における新型
コロナウイルス感染
症予防事業

投票所における新型コロナウイルス感染
対策として、投票用紙自動交付機を導入
して感染機会削減のための環境を整備す
る。

5,742,000 1,596,460 R3.4 R4.2 投票用紙自動交付機：18台

56
子ども・子育て支援
交付金

学校休校期間中に学童保育所の運営時間
を延長したため、学童支援員や施設に対
して支援する。また、自粛に応じた家庭
の利用料の減免支援を行う。

1,105,434 259,000 R2.4 R3.2

・学童保育所延長に係る支援費
　：1,000千円
・利用料減免対象者数：42名
・利用料減免額：105,434円

57
学校保健特別対策事
業費補助金

学校再開に当たり集団感染のリスクを避
け、児童及び生徒が安心して学ぶことが
できる体制を整備するため、保健衛生用
品等を購入する。

137,372 68,000 R2.5 R2.6

町内の小・中学校が対象
マスクや消毒用洗剤等保健衛生用品な
どを購入し、感染症対策に努めまし
た。

58
学校保健特別対策事
業費補助金

段階的な学校再開に際して、感染症対策
等を徹底しながら児童及び生徒の学習保
障をするために、学校教育活動の再開の
ための備品及び衛生用品等を購入する。

8,042,033 4,000,000 R2.5 R3.3

町内の小・中学校、給食センターが対
象
エアコンや顔認証検温器、石けん等衛
生用品などを購入し、感染症対策に努
めました。

59
学校臨時休業対策費
補助金

政府の一斉臨時休校の要請を受けた臨時
休校期間の学校給食費（食材費）につい
て、保護者負担とならないよう補助す
る。

208,073 52,000 R2.5 R2.6
食材納入事業者へ食材費として補助し
ました。

282,182,588 272,687,000合　計


